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序論－みなさんに伝えたいこと・・・
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　2013年９月に発表された「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」の報告書
は、人間による影響が地球温暖化の支配的な要因であった可能性が極めて高いと指摘し
て、一刻も早く温室効果ガスの排出を削減することが必要であると訴えています。
　私たちは今、これまでのような大量生産・大量消費型のライフスタイルや、環境に大
きな負荷をかけ続ける社会経済の構造を見直し、持続可能で真に豊かな社会を築いてい
かなければならない転換点に立っています。
　そこでまず、人間の活動と地球環境の関わりについて考えてみたいと思います。

　私たちが普段何気なく使っている物の多くは、地球が46億年前に誕生して以来、長
い時間をかけて作り出してきた限りある資源やエネルギーを使って作られています。
　特に18世紀半ばから19世紀にかけて起こった産業革命は、蒸気機関の発明と実用化
という技術革新を経て、飛躍的な工業生産の拡大を可能にしました。人類は資源やエネ
ルギーをたくさん使うことによって、複雑な社会や文明を築くに至りました。その結
果、生活は便利で豊かになり、快適な暮らしができるようになりました。
　しかし、石炭や石油などの化石燃料をたくさん使わなければならないエネルギー多消
費型の産業構造は、大気や水などの自然を汚染し、地球環境にマイナスの影響（環境負
荷）を与える結果となっています。限りある資源もどんどん減っています。地球環境問
題というと遠い話のように感じるかもしれませんが、それは経済発展によってもたらさ
れた私たちの暮らし方（ライフスタイル）が大きな原因なのです。そこで今、資源の有
限性と環境への影響に配慮した社会や暮らしが世界的に望まれるようになっています。

　人間と地球資源の関わりは、数百万年前にさかのぼり、薪などを使った火の利用から
始まったといわれています。森林からの木材供給は、生物多様性を基盤とする生態系の
恵み（これを「生態系サービス」といいます）の一つです。しかし、人口が増え、たく
さんの木材が必要になってくると、森林資源の取り合いで争いが起きたり、森林荒廃を
招いたりするようになりました。紀元前3000年頃にはすでに、古代のシリアやトルコ
の高地に生い茂るレバノン杉の奪い合いが始まり、やがて伐採しすぎた森林は荒れ
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て、メソポタミアやエジプトなどの文明が滅亡する原因の一つになったといわれていま
す。モアイ像で有名なイースター島も、船でやってきた人々が5世紀頃から住むように
なりましたが、人口が増えすぎて森林伐採が進み、やがて資源が枯渇して島内で奪い合
いが起こった末に、高度な文明も多くの部族も滅んでしまいました。
　このように、産業革命以前にも、限りある資源を使いすぎて奪い合った結果、国や文
明が滅びてしまった例はいくつもあります。私たちが使うエネルギーの多くは化石燃料
（石油・石炭・天然ガス）から得ていますが、化石燃料は、大昔に地中や海底に堆積し
た動植物の遺骸に熱や圧力が加わって、長い時間をかけて形成されたものです。それ
を、産業革命以降は惜しげもなくどんどん使ってきたのです。日本では、一般家庭のも
つ家庭用品の中でも、特に電化製品の数が多いと言われていますが、それはつまり、使
うときに必要なエネルギーを得るために大量の化石燃料を使い、大気中に温室効果ガス
を大量に排出するような暮らしを送っているということを意味しています。私たちは、
現在の豊かな生活を営むために有限な資源を大量に使っていることを意識し、一度失わ
れると簡単には取り戻せない生物多様性の価値を十分尊重しながら暮らしていくことが
必要なのです。

　（農耕・牧畜中心の時代） 薪や炭、風力や水力、牛や馬
　（1769年～） 石炭をエネルギー源とする蒸気機関の開発
　（18～19世紀） 産業革命による石炭利用の拡大
　（1859年～） 機械掘りの近代的な石油採掘
 石油産業が発展
　（1950～60年） 石炭から石油へのエネルギー源の急激な転換
 石油利用が拡大
　（1956年） ウランを原料とする世界初の商用原子力発電所運転開始
　（1973年、1979年） OPEC（石油輸出国機構）の原油価格値上げによる石油危機
 省エネルギー技術開発の促進
　（1970年代後半～） 欧米で再生可能エネルギーの普及策実施
 環境負荷の小さい自然エネルギーの再評価

　現代社会の経済活動では、資源を採取し、利用し、最終的には廃棄物や温室効果ガス
などを排出するという営みが繰り返され、地球環境という自然システムに大きな負荷を
かけています。特に地球環境への負荷が大きくなったのは、産業革命以降、第二次世界
大戦後の先進国の高度経済成長期、そして現在の発展途上国の経済発展期です。その結
果、20世紀後半から地球環境問題の深刻さが明らかになってきたので、世界各国は国
際会議を開いて対策を議論したり、さまざまな条約や議定書を採択したりしてきまし
た。「宇宙船地球号」と言われるように、今を生きる私たち人類とあらゆる生物は、地
球という一つの星に乗り合わせた運命共同体です。私たちの経済活動による環境負荷
は、地球上の全人類やさまざまな生態系に深刻な影響を与えるのです。
　今後は、資源の枯渇のおそれが少なく、環境への負荷も小さい再生可能エネルギー
（太陽や風力などの自然エネルギーや、植物や廃棄物などから作るバイオマスエネルギー
など）の導入を進めることが重要だと考えられています。そのためには、自分たちの
暮らす地域の自然環境に適したエネルギーの作り方や暮らし方を考えていくことも大切
です。

人類とエネルギーの関わり 
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資料：NIRA「エネルギーを考える」に加筆
（注） 1・棒グラフ〔一人当たりエネルギー消費量〕（単位：1000キロカロリー）
 2・曲線グラフ〔世界のエネルギー消費量〕（単位：石油換算100万バレル/日）
 3・バレルとは原油の生産・販売の計量単位。1バレルは42ガロン（159リットル）。かつて原油が樽（バレル）で輸送されていたことに由来。

（出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書２０１２」（https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2012html/2-0.html））

原始人………100万年前の東アフリカ。食料のみ。

狩猟人………10万年前のヨーロッパ人。暖房と食料に薪を燃やした。

初期農業人…B.C.5000年の肥沃三角州地帯。穀物を栽培し、

　　　　　　家畜のエネルギーを使った。

高度農業人…1400年の北西ヨーロッパ。暖房用石炭・水力・

　　　　　　風力を使い、家畜を輸送に利用した。

産業人………1875年のイギリス。蒸気機関を使用していた。

技術人………1970年のアメリカ。電力を使用。

　　　　　　食料は家畜用を含む。

(1000kcal) (石油換算100万バレル/日)

原子力石　油石　炭薪炭・水車・風車・馬力エネルギー
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火と家畜エネルギー火の発見

100

75

50

25

0

原
始
人

火
と
打
製
石
器
を
利
用
（
北
京
原
人
）

道
具
と
火
の
使
用
（南
ア
フ
リ
カ
猿
人
）

約
一
〇
〇
万
年
前

約
一
〇
万
年
前

五
〇
〇
〇
年
前

紀
元

一
〇
〇
〇
年
前

一
〇
〇
〇
年

一
四
〇
〇
年

一
六
〇
〇
年

一
七
〇
〇
年

一
八
〇
〇
年

一
九
〇
〇
年

一
九
五
〇
年

一
九
七
〇
年

一
八
七
五
年

風
車
を
粉
ひ
き
用
に
使
用

水
車
製
粉
機
の
使
用
（小
ア
ジ
ア
）

運
搬
用
に
動
物
を
使
用
（
エ
ジ
プ
ト
）

帆
船
の
使
用
（エ
ジ
プ
ト
）

農
耕
の
始
ま
り
（メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
）

石
炭
の
部
分
利
用

水
車
を
紡
績
機
に
利
用

蒸
気
機
関

自
動
車

発
電
機

狩
猟
人

初
期
農
業
人

高
度
農
業
人

産
業
人

4,000
kcal 2

2

12,000
kcal

4

4

4

26,000
kcal 1

7

12

6

5,000
kcal 2

3

77,000
kcal

14

24

32

7

  230,000
kcal

63
輸
送

91
工
業
・
農
業

66
家
庭
・商
業

10
食
料

こ　かつばっ さい

い　がい

うば

ほろ

たい  せき

めつ  ぼう

2 社会経済活動に伴う資源の活用と環境負荷の増大
ともな

人類が活用した資源の移り変わり
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　古代  森林や土地の荒廃
　 1200年代～ 家庭で使う石炭燃焼による大気汚染
　 1800年代～ 産業革命に伴う公害問題
   工場や鉱山などが汚染源の産業型公害（石油・石炭燃焼による大気汚染など）
　1950年代～ 都市化に伴う公害問題
   人口や事業所の集中などの都市化による都市・生活型公害
   （自動車の排気ガスによる大気汚染など）
　1980年代～ 地球温暖化やオゾン層の破壊など地球規模の環境問題

   生物多様性の減少や生態系サービスの劣化
   都市に特有の環境問題（ヒートアイランド現象など）

　では大阪に暮らす私たちと地球環境問題はどのようにつながっているのでしょうか。
この「おおさか環境科」にはその疑問に答えるためのヒントがたくさん載っています。
　大阪市は日本の大都市です。これまでもいろいろな公害問題を経験し、克服してきま
したが、現在も大阪市が環境に与える影響は少なくありません。ですから、大阪で環境
負荷を減らすことは日本にとっても世界にとってもたいへん重要です。エネルギーや資
源の効率的な利用や生物多様性を守ることがなぜ必要なのか、そのためにはどうすれば
よいのか、中学生の皆さんにはぜひ考え、行動していただきたいと考えます。
　「THINK　GLOBALLY、ACT　LOCALLY」という言葉があります。地球環境の
ことを考えて、自分の暮らしや地域社会のあり方を、環境負荷の小さなものに変えてい
こう、というスローガンです。大阪の現状を知り、私たちの生活が地球環境にどのよう
な影響を与えているか確かめながら、日々の暮らしを見つめなおし行動していきましょ
う。
　中学生の皆さんは、将来どのような街に暮らしたいですか？今日のみなさんの行動
が、大阪の将来に、そして未来の地球環境につながっていきます。それを考える資料と
して、この「おおさか環境科」がおおいに活用されることを願っています。

おおさか環境科教材編集委員会【監修】　
花田　眞理子（大阪産業大学大学院教授）
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大 阪 の 動 き世 界 ・ 日 本 の 動 き

世界・日本と大阪の環境問題の動き

約10000年前
　この頃の大阪市域は上町台地以外が海
奈良時代
　今の御堂筋あたりに海岸線があったとされる

1583年
　背割（太閤）下水の整備開始
　　・現在の中央区付近で整備され、今も一部使用

1889年
　「大阪市」が設置される

公衆衛生対策の推進（上水道・下水道・廃棄物処理対策）
1９０３年
　コレラなどの伝染病の発生や埋立地の減少、廃棄物の
　海面浮遊の問題から下水道を整備
　　・大阪市で最初のごみ焼却場を建設（尻無川下流福崎町）
 
産業公害が顕在化
1920年頃
　商業・紡績業が発展し、ばい煙被害の社会問題化 
　　・「煙の都」「東洋のマンチェスター」 

大量消費・大量廃棄及び都市化に伴う公害の激甚期 
1950年
　ジェーン台風
　　・沿岸部の地盤沈下被害甚大
1955年
 　高度経済成長期
　　・河川の水質汚濁が深刻化、悪臭問題
　　・人口集中、自動車交通激増
　　・廃棄物が増加し埋立処分地確保が困難に
1958年
　騒音・振動への対策が本格化 、「町を静かにする運動」始まる
1959年
　大阪市地盤沈下防止条例制定

1965年　
　大気汚染常時監視機構の整備着工

1970年
　西淀川区大気汚染緊急対策に着手
1971年
　「クリーンエアプラン‘７１」を策定
　　・地域特性に応じた公害発生源対策により大きな成果をあげた
197３年
　「クリーンウォータープラン」を策定
　　・水質汚濁対策を総合的に推進し、大きな成果をあげた

　 

古代
　都市発展に伴う木材需要の高まり、農地拡大により森林破壊が進む
 
人為起源の健康影響を及ぼす環境問題の発生
1200年代後半
　ロンドンで石炭の煙による苦情が発生

産業革命や都市化による公害問題が顕在化
1875年
　イギリスで公衆衛生法が制定
　　・規制措置がとられるものの大気汚染が悪化 
1880年、1882年　
　ロンドンで濃霧とばい煙によりスモッグ発生

欧米諸国で重工業の発展により公害問題が激甚化
1930年
　ベルギー・ミューズ地方の工業地帯でスモッグ発生
1947年頃
　ロサンゼルスで光化学スモッグが発生
1948年
　アメリカのドノラで工場からの排ガスによる大気汚染が発生

欧米での自動車普及による大気汚染が顕在化
農薬や化学物質による健康被害も顕在化
1950年
　メキシコ・ポサリカでガス工場の事故により大気汚染が発生
1952年
　ロンドンスモッグ事件　死者４，０００人 
1955年
　アメリカが大気清浄化法を制定 
　富山県神通川流域において原因不明の奇病が報告（イタイイタイ病）
1956年
　イギリスが大気浄化法を制定
　熊本県水俣市で水俣病患者が公式確認
　地盤沈下防止対策として日本で工業用水法が制定
1961年
　三重県四日市市で四日市ぜんそくが顕在化 
1962年
　沈黙の春（レイチェルカーソン）刊行
　　・ＤＤＴなどの農薬による生態系への影響について警告
1965年
　新潟県阿賀野川流域で新潟水俣病の公式確認
1968年
　日本で自動車排出ガス規制の開始
1969年
　アメリカニューメキシコ州で水俣病発症が確認

 
汚染への懸念が強まり、環境保護への意識高揚
原子力発電所事故の発生
1970年
　経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）に環境委員会が設置
　カナダのオンオリタ州でパルプ工場排水中の水銀による健康被害が発生
1972年
　成長の限界（ローマクラブ）発表
　　・資源そして地球の有限性に着目して、成長の限界を説いた
　国連人間環境会議開催
　　・環境をテーマとした最初の大規模な国際会議
　　・人間環境宣言（ストックホルム宣言）
　　・1972年12月15日に国連総会で、６月５日（国連人間環境会議の開催日）
 　　を世界環境デーとして制定
　国連環境計画（ＵＮＥＰ)設立
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かん じゃみな また

ちん もく

はっ しょう

はいすい

かい さい

お  せん

じゅ よう

み   どう すじ

たい  こう

うめ たて　ち

はい  き  ぶつ

お   だく

じ  ばん ちん   か

うめたて

あくしゅう

そうおん しんどう

かん   し

しょうきゃくじょう

ぼう せき ぎょう

ふ　ゆう

は   かい

みな

えいきょう

シ ン ク グ ロ ー バ リ ー アクト ロ ー カ リ ー

環境問題の移り変わり

3 大阪の暮らしと地球環境問題
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